








学資料 (MarepHaJibIno apxeoJIOrHH 















___ ... ロバ道砿血....._,,,, 血•叩...--
—............. 棗E●,.,m, __ 
ui.n>≪'b 1 
?
'""' "--~·-·· ·、一..., 心.., . . ,-
墨＇
第 1号表題紙
古学会 (11MrrepaTopcKoeMocKoscKoe apxeoJiornqec1rne 06山eCTBO)は1864
年 A.C.ウヴァ ーロフ（咋 apos,AJieKcer1 Ceprees11'l. 1825-1884)と IT.C. ゥ
ヴァ ロー ヴァ (Ysaposa,ITparnos訊 CepreesHa.1840-1924)夫妻の指磁のもと
に設立された。当時ロシアではバル ト3国とオデッサ等で若干の考古学会がすでに
活動していた。また，首都ペテルプルグにも1846年帝国 ロシア考古学会 (11Mrrepa-
TopcKoe PyccKoe apxeoJior皿 ecKoe06山eCTBO) が創設され，黒海沿岸，中部
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ロシア，ペテルプルグ，ノヴゴロドの諸地方をフィールドと していた。会員には
A.cf). プィチコフ(6卵 KOB), 1. 1. トルス トイ CToJicToti), s. r. ドルゥジィニソ
（八PY)KllHl!H), 6. 8.ファルマコフスキィ ((f)apMa!(OBCK雌）等がいた。 1859年には
帝国考古学委員会 (11MrrepaTOprn邸 apxeoJior皿ecKa只 KOMl!CC皿）が発足し，
全ロシアの考古学の指導機関となった。その機関誌 ≪o四 eTbl≫ は1859-1915年ま
での考古学報告を含み，今日でも重要な資料である。
こう した考古学形成期に発足した帝国モスクワ考古学会は，A. C. ウヴァ ーロ
フを会長に，MAK執筆者や 几 H.アヌー チ‘ノ(Atty暉 H,八Ml!Tp雌 HHKOJiaes耶 ．
1843-1945) 8. A. ゴロツォフ (fopO.L¥l.lOB,BaCl!JI雌 AJieKceesHtJ.1860-1945)等
を会員にして，学会誌と して1865年以来ロシア革命前年の1916年まで≪I(peBHOCTI!.
Tpy.L¥hI MocKoscKoro apxeoJior耶 ec1rnro06山eCTBa))全25巻を継続刊行した。そ
して研究対象地域を中部ロシアとカフカズに求め，調査発掘を行った。また，A.C. 
ウヴァー ロフは1869年以来全露考古学会議 (BcepocrnticK雌 apxeoJior皿ecK雌
C訳 3.L¥)を開催し，帝国モスクワ考古学会をその中央機関とした2)。
一方，カ フカズでは1873年ティフ リス（現ト ビリシ）にカフカズ考古学愛好者
協会 (06山ecTBOJIO紐 TeJietiKaBKa3CKOH apxeOJIOrllll)が誕生し， ≪3arrHCKH≫
≪113BeCTI! 只≫ を 1881年まで続けた。 この頃， 1869年北オセチアのヴェルフニィ ・










ウヴァ ロー フの死後，夫人ウヴァ ーロヴァが学会会長を務め，自らカフカズを
数度に亘り調査し， MAK中最も評価の高い第8号『北カフカズの墓地 (MornJih・
Hl!K Cesepttoro KaBK邸 a)』(1900)を執筆， 1902年にはティフリスからカフカズ
博物館（現グルジア国立博物館）所蔵資料集『カフカズ博物館コ レクショ｀ ノ (KOJI・
JieKl.lll KasKa3cKoro My3eH)』第5巻に「考古学 (ApxeoJI誼幻」を発表した。
そして，1901年には彼女の創意で帝国モスクワ考古学会カ フカズ支部をティフ リス










III MAK, BhIU. 1-14. 
Bhm. I. MHJIJiep, BceBoJio八 ¢eJlopoB耶. TepCKaH 06JiaCTb; 
apxeoJior耶 ec皿 e3KCKypcHH. MocKBa, A. I1. MaMOHTOB, 1888. 
v, i, 134 CTp., 26 Ta6JI., Kaprn, 36 CM. 
著者 B.<!>.ミッレル (1848-1913)はオセチア学の父として著名である。 1879年
以来オセチア語研究を行い，オセチア人の言語・民間伝承・ 宗教・歴史・民族学の
今日的基礎を築いた。主著『オセチア研究 (OcernttcK11e3TI0,1l.bI, 1. 1-3)』(Mo-
CKBa, 1881-1887) はオセチア学の最も基本的文献と して今日でもその価値を失っ



























E. YI. クループノフは結論の誤謬を指摘しつつも， 本号がカフカズにおけるス
キタイ ーカフカズ関係の最初の資料集であるとその意義を認めている9¥
Bbm. IL CH30B, BJia皿IMHpHJib皿 BocTo叩 oero6epe)l<be 
LJepHoro Mop只； apxeoJior耶 ec皿 ec>KcKyprnH. Moc1rna, A. 1. 
Ma:vtOHTOB, 1889. 182 CTp., 26巾OTO.,13 Ta6JI., 36 CM. 




















Bbm. II. Xp11crnaHCK11e rraM只THHKH; HCCJI紐 OBaH皿 A.M.
DaBJIHHOBa, B. <t>. M11JIJiepa 1 X. 1. Ky'lyK-l1oaHec0Ba. Moc1rna, 
A. 1.Ma:vioHTOB, 1893. 134 crp., 66 ra6JI., 36 cM. 
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『カフカズ考古学只料』
本号は上記3人の著者による 3部分からなる。 1-91頁の著者 A.M.パヴ リノフ































れたチ ェルケス語単語から トルコ要素の混じったチェ ルケス人に帰属させている。
Bbm. IV. YBaposa, TipacKOB碑 CepreeBHa. XpHcTHaHCKHe 



















なお，本号序文末に B.<I>.ミッレル， B.M.スィソエフ， E. 几フェリツィソ，





Bhm. V. H11KOJibCK雌， M11xa皿 BaCHJibeB11cr. KJim-roo6pa3-
Hb!e Ha,1!.ITHCH 3aKaBKa3bl1. MocKBa, o. o. fep5eK, 1896. 133 


































” ” Argii§tiI 
(781-760 BC) 

















































Bbm. VI. l1細 OBCK雌， AJ邸 cei1ApceH恥 B.no 3a1rnBKa3bJO ; 
apxeoJJor皿 ec皿 eHa6J1IO底 HH只 H HCCJI傾 OBaH皿 1893, 1894 H 
1896. MocKBa, A. 1. MaMOHTOB, 1911. ii, 194 cTp., 16 Ta6J., 



























A C 謡m.VII. XpHcTHaHc皿 erraM只THHKH・HCCJI豆 OBaJ-IH只．．
XaxaHoBa, CB只w:.Ca八3areJioBa,r. UepeTeJIH, B. M. Cb1coeBa, 
E. 几 cJ:>eJIHI.(皿 a,H「.YI. KyJIHKOBCKoro. MocKBa, A. YI. MaMOH-
TOB, 1898. 142 CTp., 23 Ta6JI., 36 CM. 
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『カフカズ考古学毀料』
本号の著者は実際には A.C. ハハーノフ，サザゲロフ司教， r.ツェレテリ，
B.M. スィソニフの 4人で， E. 几フェリツィンと r.1. クゥリコフスキィは図版
を提供したのである。









域）， ゴリ西南方面 アハルツィヘ郡の諸地方で， 修道院 ・教会 ・寺具 ・碑文 ・写
木を記録した。
69-80頁は 「． サザゲロフ＝イヴェリエリ (Ca)J.3areJioa-11aeptteJIH,feopr雌．）
司教がクラ）I左岸支流アラグヴィ川右岸アナヌリに位置する城壁を有すウスペーソ
スキィ大寺院を詳細に調査した報告である20)。




















架石 • 石柱 ・石人35点の図版を解説している 28)。
Bbm. VIII. 咋 apoBa,TipaCKOB碑 CepreeBHa. MornJibHHK 
CeBepHOro KaBI<a3a. Moc1rna, A. I1. MaMOHTOB, 1900. 381 crp., 







H八水aK,lJ:MH, Uaprra, EaJITa, lfa36eK (カズベク辿宝），その西方フィアグドソ川
沿いのクルタティアの几aJiarKay,Jla.1(3a, 且3HBrHC,Kopua, オセチア西部ルトハ
川中流域のディゴリアの3a八aJIHCK,Hapb1, XaHa3, Uax-A,ll.ar, JI113rop, 仄OHH巾ape,
KaM6JibITe, Baxa加epax,ルトハ川上流域の Hm1rn卵 PyTXa,Axcay, MaxqecK, 
Xox-CbipTa, KaJIJiaXTa, <t>acKay, foJIHaT, KaMHHTe, オセチア中南部アルドソ川










会議準備委員会は中央カフカズヘ B.6. アントノヴィチ (AHTOHOB血）を派遣した。
彼は第 2テラスで5基の石棺墓を発掘した。 1880年ティフリス在住の F.バイエル
ソやドイツ人 R.フィルホウ (Virchow)m, フラソス人 E.シャ‘ノトル (Chantre)22l
もこの地を訪れた。特にシャントルは22基の石棺墓を明らかにしている。彼らは発
掘品 ・採取品をパリのサ｀ノ ・ジェルマン博物館やウィーン自然史博物館に持帰り ，
コバーン村の名を確かなものにした。第5回全露考古学会議の結果盛り上ったカフ
カズ考古学ブームで登場した愛好家 I{.1. オリシェフスキィ (OJibllleBcK雌），且．






(De Morgan)23lや E. ド・ジチ (DeZichy)も立寄っている。しかしながらヴェ
ルフニィ ・コバーソ村出土の考古学資料の大半は x.カヌコフ，E.ゼリホフ
（知 eJIHXOB), カバルダ領主 1.ウルスビエフ (Ypyc6殴 B) らの乱掘によるもの
である。 x.カヌコフは600基以上もの墓を発いたといわれる。こう して， ヴェルフ
ニィ・コバーソ村を代表としてオセチアの古代墓地出土品は現在モスクワ， レニソ
グラ ード， トビリ、ン，オルジォニキゼ，パリ， リヨ‘ノ， ウィーソ，ベルリ｀ノの博物
館の所蔵に帰している。ウヴァーロヴァは本号でウヴァーロフ ・コレクショ‘ノをも
とにこれらの拡散した資料を丹念に拾って記述している。
本号の評価として故 E.!1.クループノフは「n.c. ウヴァ ーロヴァはオリジナ
ルで盟富で様々な時代の北オセチアの考古学資料と諸墓群の優れた大部の出版物に
より北カフカス中央部の諸造跡の世界的知名度を確かなものにした」と述べ24), 中






ところで， 1979年 2月6日から 4月30日バリのグラソ ・パレで開催された
"Avant !es scythes: prehistoire de !'art en U. R.S.S."展覧会でオリシニフス
キィ ・コレクショソとジャ｀ノトル・コレクショ‘ノが一堂に会した。まさに， ヴェル
フニィ ・コバーソ村第2テラス発掘史を見る思いである26¥
B皿1.IX. MocKBa, A. l1.MaMOHTOB, 1904. 175 cTp., 17 Ta6JI. 
(BKJIIO'l. 4 KapTbI), 36 CM. 
本号には表題がない。当初予定されていた『クバ・ーソ地方考古学地図 新版』




















彼は A.C.ウヴァ ーロフのドルメソに関する見解に基本的には賛成したが， より詳
細に 5型式23区分に分類している。編年に関しては，バゴフスカヤ村のドルメソか
ら出土したという「ローマの剣」と後3世紀のボスポロス王 RheskuporisIVの二
レク トラム製コ インにより後3世紀に比定した。次にコ ッジォフスカヤ（ペ ラヤ）I 
上流カ ーメンナモツキィ村付近），ボゴフスカヤ（グルマイ渓谷），デグアクスカヤ
（ダホフスカヤ村近郊）， ツァ ールスカヤ（現ノヴォスヴォポードナヤ村）の 4群の










Bbm. X. YBapOBa, TipacKoB碑 CepreeBHa. noe3.n.Ka B日wa-
BHIO, XeBcypeTmo H CB狙 eTmo. Moc1rna, 0血 ecrnopacnpocT-
paHeHH只rroJie3Hb!XKHHr, 19J4. 183, 40 CTp., 46 Ta6JI., 36 CM. 
本号 1-49頁は 1895年の調査旅行の日誌である。それによ ると 同年7月グル
ジア軍用道路を南下しアナヌ リからアラグヴィ 川左岸支流プシャフスカヤ ・アラグ












ウスゥルスカヤ ・アラグヴィ 川上流へ引返し，東向 して峠を越えイオリ川上流域へ
出，川沿いに南下， 7月末ティフリスに到着した。このプツャヴィア地方とヘウス








ソの城塞を見学した。次に同河をすこし下 り， ドデ・ンキリアノフスカヤ ・スヴァネ
ティアを調査した。そ して再びスヴァネティア山脈を横断 し山脈南斜面のダディア
ノフスカヤ ・スヴァネティアを通り ，レンテヒ市からツァゲ リ， オルベ リと経てク タ
イツに帰還した。これらスヴァネティア地方の大半の村にはキリスト教会が所在し，






題 して， ウヴァ ーロヴァのスヴァネティア調査で発見された 8点のグルジア語訳福
音書写本と33点の他の写本，その書込み等を紹介している。
Bbm. XL Kop皿 eTcKoeesaHreJHe. Moc1rna, r. J111ccHep 1 
八.Co6KO, 1907. xvi, 48 CTp., 50 Ta6JJ., 36 CM. 
前号スヴァネティア地方調査の中で指摘したクヴィリクとイヴ リテ ィ｛本号で




物収蔵館に移管された。 1904年その研究と出版が決定され， H.E.ニウセエフ (EB・
ceea, YI邸 HEaceesHtJ.)が担当し H.フォン・ゾーデン (VonSoden, Hermann. 
1852-1914)が本号のために独語序文を書いた。
フォン ・ゾー デ‘ノはテュ ビーンゲ‘ノ大学に学び， 1893年ベルリ｀ノ大学新約学教
授となった。聖書神学者で新約テキスト批評家，またベルリソのエルサレム教会牧
師をも勤めた。彼の研究は新約聖書の写本を収集し，福音書，使徒行伝・書簡，新
約聖書全体という分類を作り独自の番号を与えた2Dl。彼は DieSchriften des 
Neuen Testaments in ihrer alteste erreichbaren Textgestalt, Bd. 1-2. Ber-
Jin, 1902—1913. でこの CodexKoridethianusに05という番号を与えている。本
号序文 (VII-XVI頁）では CodexBezae Cantabrigiensis (フォソゾーデンの番










B皿 XII. TaKa血IBHJIH31)'EB伽HHt'1CeMeHoB皿 XpHCTHa-
HCKHe rraM只THHKH; 3KCKypcH5I E. TaK謡WBHJIH1902 r. Moc1rna, 
f. JlHCCHep H八.Co6Ko, 1909. xi, 162 CTp., 25 Ta6JI., 36 CM. 















































Bhm. XIII. MocKBa, r.JI11crnep H且.Co6Ko, 1916. v, 234 
CTp., 40 Ta6JI., 36 CM. 
本号には表題がない。 「編集部より 」を見ると，本号が1907-08年 B.M.スィソ
エフがアルメニアで行った調査資料をもとにn.c.ウヴァーロヴァと x.1. クチ ュ
ク＝イオアネソフにより編集された旨が述べられている。そして， 1907年の調査 (1-















































Bbm. XIV. A.llbIWCKOe e碑 HreJ111e. 200巾OTOTHTIO'leCKHX
Ta6JIHU: 1 npe八HCJIOBHeE. C. Ta1<atiwB11J11. Moc1rna, r.J111ccHep 




























る。第3-5葉に 5つの対観表が表わされ， そのアーチはコリント式の柱頭 ・柱座
を共なう柱で支えられている。第5葉裏面は最古の形式の祭壇をもつ4柱で支えら
れた教会堂を表現する。
各福音伝の欠落章・行はマタイ伝では IV,25 ; V, 4-12, 16ー20, マルコ伝で
は XIV,71, 72 ; XV, 1—18, 19初め； XVI, 9ー20,ルカ伝では VI,41-49; XIX, 
9-14; XX, 36-43; XXI, 28—38 ; XXII, 1-15, ヨハネ伝では VII,53; VIII, 1-
1244)である。



































新時代社 1971. 9 p. 301-316。同氏「ヨーロッパ」『世界考古学事典下』
平凡社 1972.2 p. 1466。
2) 会議は第 1回（モスクワ， 1867)から第15回（ノヴゴロド， 1911)まで行
われ， ≪Tpy.llblapxeoJJOrH'-!ec1rnx c訳 3,l,OB≫,T. 1—37 (1871-1916)を
発表した。
3) KpynHOB, E. 1. 八peBH只月 11crop1rn CeaepHoro KaaKa3a. MocKaa, 
1960. crp. 30. 
4) コスタ・ヘクグロフ著，加藤九詐訳・解説 「『オーソバ』ーオセチア人の
民族学的概説一」『国立民族学博物館研究報告』 vol.2, No. 4. 1977. 12 p. 
829—830 に言及がある。なお， ≪Ocer11HcK11e 3TJO八bl≫のオセチア語文
法の部分は M11JJJ1ep,B. 513bIK ocer11H. MocKaa-JieH11Hrpan, 1962. と
して復刻されている。
5) MHJJJJep, B. TaM >Ke. crp. 1—8 (Or pe邸 KropaB. A6aeaa). なお，本稿
で述べる伝記事項は次の参考書に基づいた。60JJblll邸 coaercKa月 3Hl{I!-
KJJone八HH,1 H3,lJ,., r.1-65. Moc1rna, 1926-47; To)lce, 2 H3,lJ,., r. 1-52. 
MocKaa, 1949-60; To)Ke, 3 13,lJ,., r.1—30. MoCKaa, 1970—78; 60JJblll紐
3Hl{l!KJJOile,ll,l!H, no八pe八.C.H. 印氷aKoaa,r.1—22. Camcr-ITerep6ypr, 
1904-09; Coaerc1rnn Hcrop皿 ecKa只3Hl{IIKJJOne八H只， r.1—16. MOCKBa, 
1961-1976. 
6) KpynHOB, E. 1. Cpe八HeBeKOB8H11HryllleTl!51. MocKBa, 1971. crp. 
106, np11Me'laH血 106.
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7) My〉Kyxoes,M. B. XpaM AJ16tt-EpJ1.bI. CoseTCKa只apxeoJJorHH,1979, 
No. 1. CTp. 275ー280.
8) CM.: KpyrrHOB, E. vi. CpeJ1.Hese1rnsa51 v!Hrywern月. CTp. 74. 
9) KpyrrHOB, E. vi. .LlpesH汀51HCTOp⑬ CesepHoro KasKa3a. CTp. 32. 
10) CM.: MapKOBHH, B. vi. .LloJJbMeHbI 3arraJ1.Horo KasKa3a. MocKsa, 
1978. CTp. 6. 
11) vi. T. KpyrnHKOBaは古代ボスポロス王国の都市ゴルギッヒ゜アの参考文献
として挙げている。 KpyrnJJHKosa,vi. T.CHHJl.CKaH ra腿 Hb,foprHIIITHH, 
AHarra. Moc1rna, 1977. CTp. 86. 
12) MAI(, Bblfl. 13. CTp. 1. 
13) CM. : l1ecceH, A. A. ApxeoJ1ornqec1rne rraM月THHKHKa6apJ1.HHo-BaJ1-
Kap皿 (3Hal.Je皿 eJ1.peBHHX rraM只THHKOBPecrry6JJHI{H). MaTepHaJJbl 
H HCCJI虹 osaHHHno apxeoJJOrHH CCCP, No. 3. Moc1rna-JleHHHrpaJ1., 
1941. Ta6J. IX, X. 
14) MenHKHWBHJIH, r. A. YpapTCime I{J1HH006pa3Hhle Ha八暉 CH.Moc1rna, 
1960. 
15) TaM水e.CTp. 26. 
16) DHOTpOBCK雌 ，B.B. BaHCKoe uapcTBo. Moc1rna, 1959. cTp. 13. 
17) この中には faHJJH-TarraCアルメニア語では Apm1-6epJ1.) 丘が含まれて
いる。 1950年 K.JI. OraHec月Hが保存工事を開始，翌年カルミル＝ブルゥ
ル調査隊が工事を継続した。 CM.: Jlocesa, vi. M. PacKOITKH UHTa瓜eJH
YpapTCKoro ropoJ1.a l1prrym1. KpaTKHe coo6memrn vlHcrnTyrn 
HCTOpHH MaTepH8JlhH0I1 KYJlhTYPbl, Bblfl. 58. 1955. CTp. 45-52. 
18) n110TposcKHH, B. B. YKa3. co'!., CTp. 13. 
19) M. O. コスヴェ ノ｀は彼の民族学研究を高く評価している。 CM. : KocseH, 
M. o. MaTepHaJJbl no HCTOp!rn 3THOrpa伽味CKOrOH3y'leHHH l<aBKa3a 
B pyccKO材HayKe,q. III. I<asKa3CK雌 3THOrpa卯I'leCK雌 c6opHHK,T. 
II. Mornsa, 1962. CTp. 195. 
20) CM.: 3a1rnpa月， D.D. cJ:>opTHかHK8UHOHHble coopy碑 HH51 且I肛 a-
lfapTJJH. KpaTime coo6且爬Hl!H vlHCTHTyTa llCTOpHll MaTep11aJ1bHOI1 
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2 昭和53.3. p. 51-112が詳しい。本号のリバリトWは北川氏の「スィウ
ニクーオルベリヤソ家系図」（同上 p.111)の LiparitIである。またス
ムバトの没年に関しては， F. Justi. Iranisches Namenbuch. Marburg, 
1895 (Repr. Hildesheim, 1963). S. 446の Orpelier家系図では1263年
乃至1273年となっていたが， 北川氏は上記論文で1272年であることを実証
されている (p.70)。
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